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 ラットの肝臓における脂肪酸合成酵素 (FAS) 遺伝子の転写は、高炭水化物食を摂食することにより増加
する。一方、糖尿病ラット肝では転写は低下しているが、インスリン投与により増加する。FAS 遺伝子の
プロモーターには高炭水化物食／インスリン応答性エレメントの存在が報告されている。私どもは、この
エレメントに結合する転写因子として、basic helix-loop-helix (bHLH) 型転写因子 SHARP-2 をクローニ
ングした。現在までに、ラット肝での SHARP-2 mRNAの発現が絶食や糖尿病により低下すること、高炭
水化物食負荷やインスリン投与により増加すること、ならびに、SHARP-2 mRNA のインスリンによる誘






関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 Yamada K., et al., (2003) J. Biol. Chem. 278, 30719-30724 
 
インスリン誘導性
bHLH 型転写因子 
SHARP-2 
肝臓におけるインスリ
ン抵抗性の抑制
SHARP-2 の発現の
外的制御 
高カロリー食の摂食
による糖・脂質代謝の
促進 
肥満治療薬 
糖尿病治療薬 
生活習慣病の原因と
なる肥満の発症 
脂肪細胞の選択的破壊
新技術
生理活性物質や
アデノウイルス
SHARP-2 
発現ベクター 
 
シーズ
シーズ
インスリン
作用の模倣 
